


















































































































































第2号 (8月)無着成恭 ･鈴木千里 17ページ




























































⑤綴方理論 ･作文への一考察 (加藤千秋) (9)
⑥ ･ニッの作文観 (久保田仁)
























































































































































方教育 (実践 ･理論)に学んで 『山びこ学校』の指
導に取り組んだわけではなかった｡それは,戦前の













































































































































































































































































































































ば,児童 ･生徒の思考 ･認識を取 り上げる指導は,























ずれも戦後になって作文 ･綴 り方に取 り組んだ年若
い教員であったこと,さらに,それぞれが,戦前の















この当時,戦前の作文 ･綴 り方の掘 り起こしや継
承は,まだ十分に行われていない｡その意味では手
探 りの状態であったが,ここに取 り上げた理論 ･実
践等が ｢つづりかた通信｣誌に掲載され共有されて
いたのである｡そのような意味で,我が国の戦後の






(2) 国分一太郎 『文学と教育 ･文学と教師』(1957
(昭和32)年 1月31日 未来社) pp.336
(3) 無着成恭 ｢こんなものを何故作る気になった









(8) 同 上 pp.5
(97 無着成恭 ｢『山びこ学校』がでる前のこと｣｢作
文と教育｣1959(昭和34)年 1月号 pp.35




(ll) 同 (7) pp,7
(12) 同 上 pp.5
(13) 同 上 pp.8
(14)水野徳三郎 ｢私たちは何故つ ゞり方を大切にす
るか｣｢つづりかた通信｣第2号 pp.4-5
個 同 上 pp.5
-16-
戦後作文･綴り方教育史研究 -同人誌 ｢つづりかた通信｣に見る戦後作文･綴り方教育復興の一側面-
/16) 同 上 pp.6-7 通信｣ 第3号pp.17-19
(17)無着成恭 ｢八木酒税兄-の手紙｣｢つづりかた QO) 八木活視 ｢無着見よありがとう｣｢つづりかた
通信｣ 第 3号pp.ト7 通信｣ 第3号pp.19-21
(18) 八木暗視 ｢無着兄へ寄せる｣｢つづりかた通信｣ el) 同 (7) pp.8
第3号 pp.9-17 Cz2) 同 (18)
(19) 無着成恭 ｢再び八木兄への手紙｣｢つづりかた
I 17 -
